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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成22年4月8日(2010.4.8)

【公表番号】特表2009-538724(P2009-538724A)
【公表日】平成21年11月12日(2009.11.12)
【年通号数】公開・登録公報2009-045
【出願番号】特願2009-512442(P2009-512442)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  29/76     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/10     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/08     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  29/76    ＺＡＢＡ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０２Ｂ
   Ｂ０１Ｄ  53/36    １０１Ｂ
   Ｆ０１Ｎ   3/10    　　　Ａ
   Ｆ０１Ｎ   3/08    　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｎ   3/28    ３０１Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハニカム体と２つの重なり合う触媒活性層からなる被覆とを有する、ディーゼルエンジ
ンの排気ガスから窒素含有有害ガスを除去する触媒において、前記ハニカム体上に直接設
けられた下側層は酸化触媒を含有し、前記下側層上に設けられた上側層は、良好なＳＣＲ
活性を示す１種又は数種の鉄で交換されたゼオライトをアンモニア貯蔵材料として含有し
、かつ触媒材料１ｇ当たりアンモニア少なくとも２０ミリリットルのアンモニア貯蔵容量
を有する、ディーゼルエンジンの排気ガスから窒素含有有害ガスを除去する触媒。
【請求項２】
　前記下側層はアンモニア貯蔵材料を有していないことを特徴とする、請求項１記載の触
媒。
【請求項３】
　下側層中に含まれる酸化触媒が、白金又はパラジウム又は白金及びパラジウムの混合物
を、活性の酸化アルミニウム、酸化ジルコニウム、酸化チタン、二酸化ケイ素及びこれら
の混合物又はこれらの混合酸化物からなるグループから選択される担体材料上に含有する
ことを特徴とする、請求項２記載の触媒。
【請求項４】
　ＳＣＲ触媒とアンモニア遮断触媒とを含有する、ディーゼルエンジンの排気ガスから窒
素含有有害ガスを除去する排気ガス浄化装置において、前記アンモニア遮断触媒はハニカ
ム体と２つの重なり合う触媒活性層からなる被覆とを有し、前記ハニカム体上に直接設け
られた下側層は酸化触媒を含有し、前記下側層の上に設けられた上側層は、良好なＳＣＲ
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活性を示す１種又は数種の鉄で交換されたゼオライトをアンモニア貯蔵材料として含有し
、かつ触媒材料１ｇ当たりアンモニア少なくとも２０ミリリットルのアンモニア貯蔵容量
を有することを特徴とする、ディーゼルエンジンの排気ガスから窒素含有有害ガスを除去
する排気ガス浄化装置。
【請求項５】
　ＳＣＲ触媒はハニカム体上の被覆の形でも存在し、かつ両方のハニカム体はセラミック
又は金属から選択される不活性材料からなることを特徴とする、請求項４記載の排気ガス
浄化装置。
【請求項６】
　両方のハニカム体は、前方部分と後方部分とを有するユニットを形成し、前記酸化触媒
は前記ハニカム体の後方部分上に存在することを特徴とする、請求項５記載の排気ガス浄
化装置。
【請求項７】
　両方のハニカム体は、前方部分と後方部分とを有するユニットを形成し、前記酸化触媒
は前記ハニカム体の後方部分上に存在し、ＳＣＲ触媒は前記ハニカム体の全長にわたり析
出されていて、かつ前記酸化触媒は前記ハニカム体の後方部分を覆うことを特徴とする、
請求項６記載の排気ガス浄化装置。
【請求項８】
　前記ＳＣＲ触媒はハニカム体の形で存在し、前記ハニカム体は完全にＳＣＲ触媒からな
ることを特徴とする、請求項４記載の排気ガス浄化装置。
【請求項９】
　ＳＣＲ触媒の後方部分はアンモニア遮断触媒のための担体として用いられることを特徴
とする、請求項８記載の排気ガス浄化装置。
【請求項１０】
　ＳＣＲ触媒の前方に、一酸化窒素を二酸化窒素に酸化する更なる酸化触媒が配置されて
いることを特徴とする、請求項４記載の排気ガス浄化装置。
【請求項１１】
　前記ＳＣＲ触媒は、銅又は鉄で交換されたゼオライト又は銅及び鉄で交換されたゼオラ
イト又はこれらの混合物を含有することを特徴とする、請求項４記載の排気ガス浄化装置
。
【請求項１２】
　ＳＣＲ触媒は、酸化バナジウム又は酸化タングステン又は酸化モリブデンを、酸化チタ
ンからなる担体材料上に有していることを特徴とする、請求項４記載の排気ガス浄化装置
。
【請求項１３】
　ＳＣＲ触媒を含有する、ディーゼルエンジンの排気ガスから窒素含有有害ガスを除去す
る排気ガス浄化装置において、前記ＳＣＲ触媒はハニカム体と２つの重なり合う触媒活性
層からなる被覆とを有し、前記ハニカム体上に直接設けられた下側層は酸化触媒を含有し
、前記下側層上に設けられた上側層は、良好なＳＣＲ活性を示す１種又は数種の鉄で交換
されたゼオライトをアンモニア貯蔵材料として含有し、かつ触媒材料１ｇ当たりアンモニ
ア少なくとも２０ミリリットルのアンモニア貯蔵容量を有することを特徴とする、ディー
ゼルエンジンの排気ガスから窒素含有有害ガスを除去する排気ガス浄化装置。
【請求項１４】
　車体下部位置に配置された、請求項１から３までのいずれか１項記載の触媒を含有する
コンバーターを備えた排気ガス浄化装置を使用することを特徴とする、ディーゼルエンジ
ンの排気ガスから窒素含有有害ガスを低減する方法。
【請求項１５】
　触媒の前方の排気ガスライン中へアンモニア又はアンモニアに分解する化合物を供給す
ることを特徴とする、請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
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　触媒中の温度は１５０℃～４００℃の間にあることを特徴とする、請求項１４記載の方
法。
【請求項１７】
　前記触媒の後方に付加的なアンモニア遮断触媒を使用しないことを特徴とする、請求項
１４記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の場合に、前記課題は、ハニカム体と２つの重なり合う触媒活性層からなる被覆
とを有し、その際、前記ハニカム体の上に直接設けられた下側層は酸化触媒を含有し、前
記下側層の上に設けられた上側層は、良好なＳＣＲ活性を示す１種又は数種の鉄で交換さ
れたゼオライトをアンモニア貯蔵材料として含有し、かつ触媒材料１ｇ当たりアンモニア
少なくとも２０ミリリットルのアンモニア貯蔵容量を有する触媒により解決される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　本発明による触媒は、上側層中で触媒１グラム当たり少なくとも２０ミリリットルのア
ンモニアを貯蔵する能力を有する。アンモニア貯蔵材料１グラム当たり４０～７０ミリリ
ットルのアンモニア貯蔵能力を有するアンモニア貯蔵材料が使用され、このアンモニア貯
蔵材料は鉄により交換されたゼオライトについて典型的である。この有利に使用された鉄
により交換されたゼオライトは、最適なアンモニア貯蔵能力だけでなく、良好なＳＣＲ活
性においても優れている。他の成分、例えば付加的なＳＣＲ触媒、窒素酸化物貯蔵材料又
は熱安定性の改善のための高温安定性酸化物の添加により、触媒材料１グラム当たりアン
モニア２５～４０ミリリットルの上側層のさらに特に有利な貯蔵能力を調節することがで
き、この場合、「触媒材料」とはアンモニア貯蔵材料と他の内容物質との混合物であると
解釈される。
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